
２年２組 数学科学習指導案 

 

１ 題材名 課題学習「ぶどうの房パズル」 

 

２ 題材について 

（１）題材観 

本題材「ぶどうの房パズル」（図１）は，自

然数をマス目に入れていくというパズルであ

る。使用できる数は，１からマス目の数まで

の自然数であり，それぞれ１回ずつしか使う

ことができない。 

図１ ３段のぶどうの房パズルの正解例 

 

 

 

一見簡単そうに見えるパズルだが，「上段２

マスの差の絶対値が，その下段のマスに入る」

というルールに基づいて考えると，生徒は頭

を悩ませるであろう。また，適当に数をあて

はめて考えても答えは出てくるが，何通りも

の答えが出てくる。このとき，まだ他の答え

があるのではないかと問うことで，どうすれ

ばもうこれ以上答えがないことを説明できる

のかを考えさせることに今回の授業のねらい

がある。このとき，すべての場合を書き出し，

その中で今回の場合に適しているものは何通

りか，と考えることがポイントとなる。 

小学校第６学年では「起こりうる場合」を表，

図などを使って，起こり得る場合を順序よく

整理して調べることを学習している。それを

受けて，中学校第２学年では場合の数を基に

して得られる確率を用いて，不確定な事象の

起こりやすさを捉え考察し表現できるように

する。このとき大切なことは，「起こりうる場

合を全部書きあげること」であり，もれ落ち

なく数える重要性や，効率的に調べて書き出

すことの必要性を理解させたい。 

また，２学年の文字式の利用では，文字を

用いた式で数量及び数量の関係を表し，数の

性質を説明することができた。例えばすべて

の偶数や奇数の和や差がどのような数になる

か文字を使って表して式変形をし，その式を

読み取り判断した。 

これらを用いて，効率的に「ぶどうの房パ

ズル」にあてはまる数を求めるために，すべ

ての場合を数え上げることと，一方では偶

数・奇数の性質を組合せて考える課題学習と

して取り上げたい。 

（２）大会主題との関連 

―キーワード 数学的活動― 

新学習指導要領において数学的活動とは，

「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだ

し，問題を自立的，協働的に解決する過程を

遂行することである」とされている。また，「数

学的な考え方」とは，「目的に応じて，論理的

に考え，既習の知識や技能を関連付けながら，

統合的・発展的に考えること」であるとされ

ている。今回の授業では，「事象を数理的に捉

えること」と「論理的に考え，既習の知識や

技能を関連付けて問題を解決しようとするこ

と」に焦点をあてて展開したい。より効率的

に正解を見つけるという「目的」に向かって，

もれ落ちなく数えることや整数の性質といっ

た「既習の知識」と関連づけながら，論理的

に考え，最終的に数の並び方の規則を見つけ

ていく。このことは正に「数学的な見方・考

え方」を働かせ，「数学的活動」を通して問題

解決する方法であると考える。
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３ 指導及び評価の計画 

（１）指導計画（２時間扱い） 

  ・文字式の利用，場合の数の求め方などの復習           １時間 

  ・ぶどうの房パズル                       １時間（本時）

（２）評価計画 

 
数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 

評価 

規準 

数量の関係や数の

性質において文字

式を使って明らか

にした性質や場合

の数を用いて，身の

回りの事象の解明

に活用しようとし

ている。 

数量の関係を見い

だし，枠にあてはま

る数について考え

た過程を，整数の性

質や場合の数を利

用して効率的に考

えることができる。 

見つけた数量の関

係から，枠にあては

まる最適な数を見

つけることができ

る。 

身の回りの事象に

は，文字を使って説

明をした数量の関

係や数の性質が深

く関わっているも

のがあることを理

解している。 

 

４ 本時の指導 

(１) ねらい  
・枠にあてはまる数を求めるために，既習事項を活用しようとしている。（関心・意欲・態度） 
・枠にどの数があてはまるかを，場合の数や整数の性質を利用して効率的に考えることができ
る。                           （数学的な見方や考え方）                             

   
 

（２）展開 

過程 

【分】 
学習内容と活動 支援(◎)留意点(●)評価(◇) 

導入 

【10】 

◯ ぶどうの房パズルの意味とルールを理解する。 

【数のあてはめ方のルール】 

・１から６までの自然数を，それぞれ１回ずつ使っ

て枠をうめる。 

・隣り合う２つの数の差がその下の枠に入る。 

・差は絶対値で考える。（大－小） 

 

○ ３段の枠に，１～６までの数をルールにしたがっ

てあてはめてみる。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・簡単に答えは見つからなさそう。 

・最大数の６は最上段に入れる。 

・１は上段には入れない方がよいかもしれない。 

・並べ方にきまりがあるのかもしれない。 

 

◯ 答えを確認する。 

 

◎ルールを説明し、理解でき

ていることを確認する。 

◎１～６までの数で考えるよ

う指示する。 

 

 

 

●１つ答えが見つかっても終

わりにせず，他の答えがな

いか考えるように促す。 

●左右対称に数が入っている

ものは，同じパターンとみ

なすことをおさえる。 

 

 

●何人かに発表をさせ，答え

は何通りもあることを確認

する。 



展開

【15】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【20】 

 

 

 

 

 

○ 学習問題を把握する。 

 

◯ 正解例を見て，見つけたきまりとその理由をプリ

ントに記入する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・６は必ず最上段の枠に入る。 

・５は１番下の枠には入らない。 

・４は１番下の枠には入らない。 

（理由）６が上から２段目，３段目の枠に入って

しまうと，差が６になる２数がその上段に必要

となる。その２数のうち少なくとも１つは６よ

りも大きい数でないといけないが，そうすると

今回のルールに適合しない。５の場合も同様に

いえる。 

 

・最上段の左右の数の差の絶対値が，１番下の枠の

数になることを説明する。 

<理由>右図のように最上段

の枠の数をａ，ｂ，ｃとお

き，その下の枠に入る数を

文字で表す。順に計算すると，１番下の枠の数

はａ－ｃと表されるので，最上段の左右の数の

差の絶対値が，１番下の枠の数になる。 

 

・偶数と偶数が並ぶとその下の枠の数は偶数になる。 

・奇数と偶数が並ぶとその下の枠の数は奇数になる。 

・奇数と奇数が並ぶとその下の枠の数は偶数になる。 

・最上段の３つの枠には，偶数が２つ，奇数が１つ

入っている。 

・最上段の３つの枠に偶数が隣同士で並ぶとき，１

番下の枠の数は奇数になる。 

・最上段の３つの枠に偶数が隣同士で並ばないとき，

１番下の枠の数は偶数になる。 

 

 

 

 

○ あてはめる自然数を偶数と奇数で分け，入れ方を

考える。 

○ まず，最上段の３つの枠に入る数を，偶数・奇数

に分けて，すべての場合を考える。 

 

 

 

 

 

●個人で考えるよう指示し，

指名して発表させる。 

◎数学用語や言葉を正しく使

って説明を書くように促

す。 

●効率よく数をうめるために

必要なきまりなので，「最大

数は最上段に入ること」を

しっかりとおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎(a－b)－(b－c)＝a－2b＋c 

としている生徒がいたら，

正解例を見ながら，差が正

の数になるように計算する

ことを伝える。 

 

 

 

●文字式の利用で学習した整

数の性質を用いていること

を確認する。 

●偶数・奇数の入れ方の意見

が生徒から先に出たら，問

題２に移る。 

◇きまりを見出し，理由を説

明するために，既習事項を

活用しようとしているか。 

（関心・意欲・態度） 

 

 

 

◎意見が出ない場合，右図の

ような例を挙

げ，考える糸口

とする。 

＜学習課題＞ ぶどうの房パズルの３段の枠に、１～６までの数をあてはめると

き，数の並び方のきまりを見つけよう。 

＜学習問題①＞ 見つけたきまりが成り立つ理由を，説明しよう。 

・１番下の枠に

は１～３まで

の数が入る。 

 

＜学習問題②＞ 偶数，奇数という視点で考えるとき，数の並び方のきまりを 

見つけよう。 
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・最上段の３つの数の並び方は， 

（偶偶偶）（偶偶奇）（偶奇偶）（奇偶偶） 

（奇奇偶）（奇偶奇）（偶奇奇）（奇奇奇） 

の８通りである。 

 

 

・最上段の３つの枠に偶数が隣同士で並ぶとき，１

番下の枠の数は奇数になる。 

・最上段の３つの枠に２つの偶数が隣同士で並ばな

いとき，１番下の枠の数は偶数になる。 

 

○ 偶数と偶数の差は偶数，

偶数と奇数の差は奇数よ

り右図の並び方だけに絞

られる。 

 

・正解例を見て、偶数と奇数の入り方を確かめる。 

◯ ３段の場合に成り立つきまりをプリントにまと

める。 

◎最上段の偶数・奇数の並び

方を，もれ落ちなく数え上

げるよう支援する。 

●最上段に偶数または奇数が

３つ並ぶ場合と，偶数が１

つと奇数が２つの場合はル

ールに適合しなくなること

を確認させる。 

●最上段の左右の数の差の性

質が活用できることに気付

かせる。 

◇枠にどの数があてはまるか

を，場合の数や整数の性質

を利用して考えているか。 

（数学的な見方や考え方） 

 

 

◎数人に発表させる。（発表ボ

ード） 

まとめ

【５】 

◯まとめをする。 

・右図のように数は

入り、いくつかの

きまりがある。 

・数の入り方を調べる際には，整数の性質などに注

目し，起こる場合をもれ落ちなく書きあげて考え

ていくことが大切である。 

 

◎まとめをし，きまりを見つ

ける重要性や，順序よく数

えることの大切さを伝え

る。 

 

●時間があれば，４段（使用

する数が１～10）もできる

ことを知らせ，考えさせる。 

 

（３）板書計画 
 

 

 

【数のあてはめ方のルール】 

・１から６までの自然数を１回ずつ

使う。 

・隣り合う２つの数の差がその下の

枠に入る。 

・差は絶対値で考える。（大－小） 

 

【正解例】 

 

 

 
 

＜学習問題①＞ 

見つけたきまりが成り立つ理由を

考え，説明しよう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
【まとめ】 
 

 

＜学習問題②＞ 

偶数，奇数という視点で考えたと

き，数の並び方のきまりを見つけ

よう。 
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３段の枠に１～６までの数をあてはめるとき数の並びのきまりを見つけよう。 

６は最上段 

《理由》 
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